
「革新的製造プロセス技術開発（ミニマルファブ）」 

技術評価書の構成について（案） 

 

本検討会においては、最終的には以下の資料をとりまとめて、産構審評価Ｗ

Ｇにて審議することとする。 
 
① 技術評価書（公表用シート） 
② 技術評価書（非公表シート） 
③ 技術評価結果報告書 
④ 事業成果（詳細版） （第１回評価検討会資料（資料６の【参考資料】）

を引用） 

⑤ 補足資料（委員説明用パワポ資料） 

 

※ ①及び③のみ公表 

第１回「革新的製造プロセス技術開発（ミニマルファ

ブ）」研究開発プロジェクト 終了時評価検討会 
資料７ 



関
連
事
業

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

事業名

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

所管府省・部局名 事業番号

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

受益者との負担関係は妥当であるか。

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

項　　目 評 価 評価に関する説明

国
費
投
入

の
必
要
性

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

平成○年度
執行額

事業所管部局（推進課、主管課）による自己点検・改善状況

中間評価時期 終了時評価時期

別添　１

事業開始年度 主管課室名

事業の目的

事業終了年度

　　　　　　研究開発事業に係る技術評価書（終了時評価） （経済産業省）

事業名 推進課室名

別紙記載のとおり。

事業実施主体

事業概要

平成○年度
執行額

平成○年度
執行額

平成○年度
執行額

総執行額
（平成○～○年度）

総予算額
（平成○～○年度）

平成○年度
執行額

平成○年度
執行額

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位
終了時評価時

○年度
目標最終年度

○年度

目標値

成果実績

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位
終了時評価時

○年度
目標最終年度

○年度

目標値

成果実績

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位
終了時評価時

　○年度
事業終了時

○年度

指標値

活動実績

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位
終了時評価時

　○年度
事業終了時

○年度

指標値

活動実績



外部有識者（産業構造審議会評価ＷＧ）の所見を踏まえた改善点等　【事前評価】

外部有識者（産業構造審議会評価ＷＧ）の所見　【中間評価】

外部有識者（産業構造審議会評価ＷＧ）の所見を踏まえた改善点等　【中間評価】

外部有識者（産業構造審議会評価ＷＧ）の所見　【事前評価】

外部有識者（産業構造審議会評価ＷＧ）の所見　【終了時評価】

外部有識者（産業構造審議会評価ＷＧ）の所見を踏まえた改善点等　【終了時評価】

点
検
・
改
善
結
果

改善の
方向性

点検結果
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別添　２

【対外公開用】

【対外非公開】

指標①【対外公開用】
①－ⅰ　事業アウトカム指標

①－ⅱ　指標目標値（計画及び実績）
事業開始時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
中間評価時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
事業終了時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
事業目的達成時（●年度予定）
計画：

指標②【対外非公開】
②－ⅰ　事業アウトカム指標

【研究開発実施形態・期間、国費投入額等】

１．事業アウトカム【複数設定可】

【事業の目的】

「研究開発課題（プロジェクト）」技術評価（終了時評価）用記入シート
【非公表シート】

【事業名】

【推進課室名】

【主管課室名】

Ⅰ．研究開発課題（プロジェクト）概要
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②－ⅱ　指標目標値（計画及び実績）
事業開始時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
中間評価時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
事業終了時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
事業目的達成時（●年度予定）
計画：

指標①【対外公開用】
①－ⅰ　事業アウトプット指標

①－ⅱ　指標目標値（計画及び実績）
事業開始時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
中間評価時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
事業終了時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：

指標②【対外非公開】
②－ⅰ　事業アウトプット指標

②－ⅱ　指標目標値（計画及び実績）
事業開始時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
中間評価時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：
事業終了時（●年度）
計画：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績：

（２）事業アウトプット【複数設定可】

３．当省（国）が実施することの必要性

（１）研究開発内容

２．研究開発内容及び事業アウトプット
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６．費用対効果

４．事業アウトカム達成に至るまでのロードマップ

５．研究開発の実施・マネジメント体制等
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３．当省（国）が実施することの必要性

肯定的所見

問題あり・要改善とする所見

肯定的所見

２．（２）事業アウトプットの妥当性

肯定的所見

問題あり・要改善とする所見

２．（１）研究開発内容の妥当性

問題あり・要改善とする所見

Ⅱ．外部有識者（評価検討会等）の評価

１．事業アウトカムの妥当性
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問題あり・要改善とする所見

肯定的所見

問題あり・要改善とする所見

６．費用対効果の妥当性

肯定的所見

４．事業アウトカム達成に至るまでのロードマップの妥当性

肯定的所見

問題あり・要改善とする所見

５．研究開発の実施・マネジメント体制等の妥当性

肯定的所見

問題あり・要改善とする所見
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８．今後の研究開発の方向等に関する提言及び提言に対する対処方針

７．総合評価

肯定的所見

問題あり・要改善とする所見
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Ⅲ．評点法による評点結果

評点 A委員 B委員 C委員 D委員 E委員

１．事業アウトカムの妥当性 0.00

２．（１）研究開発内容の妥当性 0.00

２．（２）事業アウトプットの妥当性 0.00

３．当省（国）が実施することの必要性 0.00

４．事業アウトカム達成に至るまでのロードマップの妥当性 0.00

５．研究開発の実施・マネジメント体制等の妥当性 0.00

６．費用対効果の妥当性 0.00

７．総合評価 0.00
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